協生農法で食べられる公園をつくろう！
～せせらぎ公園を食べられる環境再生型公園へ～

令和５年５月１０日
鳥取県江府町

株式会社ｔｅｎｒａｉは、１ＤＡＹワークショップ「せせらぎ公園を食べられる環境再生型公園へ」を５月１４日（日）に開催します。

協生農法®（シネコカルチャー™）は、地球の生態系が元々持っている力を総合的に活用しながら有用植物を生産する農的方法で、食料生産だけでなく、環境や健康にもポジティブな影響を与える立体的な生態系の活用法です。
今回のワークショップは、この農法を用いて、プラネタリーヘルスの拠点・せせらぎ公園を「１００平米で１００種類の多種多様な植物を混成・密生させた“食べられるジャングルに！？”」を合言葉に、人と地球を再生するプラネタリーヘルスアクションの１つとして行われます。

午前中は協生農法についてＳＯＮＹコンピューターサイエンス研究所の研究者が子どもにも分かりやすく解説し、午後からは様々な種を一気にばらまいて実際にみんなでジャングルをつくっていきます。耕したりする作業はありませんので、だれでも気軽に参加いただけるイベントです。

※協生農法は、株式会社桜自然塾の登録商標。Synecodultureは、ソニーグループ株式会社の商標又は登録商標です。

【プラネタリーヘルス】
ＷＨＯや国連も推進する国際的なヘルスケア概念で、ＳＤＧｓの包括的アプローチでもある

[bookmark: _Hlk133229666]“１ＤＡＹワークショップ”
日程：令和５年５月１４日（日）　１０：００～日暮れまで
場所：鳥取県日野郡江府町江尾４２０　せせらぎ公園／あやめ館

＜スケジュール＞
　１０：００～１２：００　拡張生態系の理論編
　１２：００～１３：００　せせらぎ公園内各自（お弁当注文事前受付）
　１３：００～１７：００　実践編　種苗を植えよう

主催：ｔｅｎｒａｉ
（後援：鳥取県江府町、指導：株式会社Ｓｙｎｅｃ０、協力：ＢｉｓｕｉＤａｉｓｅｎ）
江府町は、株式会社ｔｅｎｒａｉとの間で、”プラネタリーヘルス”推進に関わる連携協定を締結し、本イベントを後援しています。
＜お問い合わせ＞
　江府町役場　　産業建設課：伊藤（いとう）、総務課　奥大山振興室：光島（こうしま）
電話／ 0859-75-2211（代表） 　FAX／ 0859-75-2389　　メール／ k_soumu@town-kofu.jp 

